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１．研究計画の概要 

本研究では、自己組織化マップ（SOM）と
呼ばれるニューラルネットワークのモデル
について取り上げ、次の３つの観点から検討
を行う。なお、お互いに不可分な関係にもあ
るため、研究遂行に当たって明確な線引きは
行わない。 
  
(1) 新しいアーキテクチャの構築 
(2) 従来とは異なる信号処理技術の開発  
(3) 工学的な応用  
  
また、段階的に研究を進めていくことを想定
しており、例えば、以下のようなものを考え
ている。 
  
【第１段階】 
多くの課題に挑戦することで「提案法が有効
である」という実績を積み上げる。 
  
【第２段階】 
有効性を確認した後に、提案法の動作メカニ
ズム解明を目指した研究へシフトする。 
  
【第３段階】 
各々の特徴を活かした課題に適用すること
で、理論と実験の両面から提案手法の有効性
をアピールする。 
 
２．研究の進捗状況 

上述の３つの観点から、自由な発想に基づ
いて研究を開始した。この中には、過去に何
らかのアイディアを得ていたものもあれば、
このたび新規に生み出したものもある。その
一部を以下に示す。 
  
(1) 時系列信号処理を行う SOM：  我々が

「Elman 型フィードバック SOM」と命

名して提案したアーキテクチャを取り上
げ、“オンライン文字認識”に取り組んだ。
通常は１個の勝者ニューロンを複数とす
ることで、書字動作中の位置ずれや時間
伸縮に対して頑健な信号処理を実現した。
その後、実際の手書き文字を用いた実験
に取り組み、勝者ニューロン数を適応的
に変化させることで文字ごとの応答パタ
ーンの分離に成功し、この種の課題への
適用可能性を示した。これは理論と応用
が両立している事例であり、本研究の中
でも理想的な展開となったものである。 

(2) 部分データを取り扱う SOM：  通常は、
学習によって獲得した特徴マップへ、欠
損部のない完全データを与えるが、現実
問題としては、欠損部のある部分テータ
しか得られない場合も多い。そこで、あ
る程度の広がりを許容して解候補を提供
できる「部分データ対応型 SOM」を新規
に提案した。これは、通常型 SOM の拡
張モデルとなっているため、ごく短期間
のうちに理論的な枠組みを確立すること
が可能であった。 

(3) SOM の逆投影による動画作成：  学習
を通して獲得される特徴マップを利用し
て、「競合層→入力層」という従来とは反
対方向の信号伝搬によって動画の作成を
行う。残念ながら種々の課題が浮き彫り
となって、実問題への応用はあまり進ん
でいない。 

(4) 発散式学習法による特徴マップの獲得：  
学習を通して特徴マップを獲得する場合、
従来は属性の類似したデータ同士を近付
けることで実現していたが、これとは反
対に、属性の異なるデータを遠ざけるこ
とによって、同様の効果を実現した。ま
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だアイディア段階であり、これから理論
的な詰めに取り組む予定である。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

上の１で言及しているとおり、(1)新しいア
ーキテクチャの構築、(2)従来とは異なる信号
処理技術の開発、(3)工学的な応用、という３
つの観点から、決して他者の真似はせず、そ
して独自技術の創出にこだわって、これまで
の研究に取り組んできた。その結果として、
２にもあるとおり、従来とは異なる発想に基
づいたアーキテクチャや信号処理技術の提
案に結び付いている。また、その基本的なア
イディアが、すでに３編の学術論文誌に掲載
されていることからも、一定の成果は得られ
ていると自負している。ただし、これらにつ
いては、まだまだ理論的に詰めていくべきと
ころも残っており、より洗練した内容に磨き
上げていく努力も欠かせない。 
 ところで、この中で少し気掛かりな点とし
て、全体的に(1)と(2)へ重心が偏っていること
が挙げられる。これは、与えられた課題を解
決するには如何なる手段が必要かというニ
ーズ（needs）志向の立場ではなく、自前の
技術を何に使えるかを探るシーズ（seeds）
重視のアプローチを採用したためである。
我々大学に籍をおく者は、失敗を恐れず、大
胆で挑戦的なテーマに立ち向かうべきであ
るが、この点については、自己の意識改革を
含めて、必要に応じて見直すべきと考えてい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は“着地点”を視野に入れつつ、 
これまでに得られた研究成果の完成度を更
に高めていく努力をしたい。例えば、欠損部
を有する部分データを用いて動画を作成す
るなど、いくつかのアイディアを組み合わせ
ていくことにより、「自己組織化マップ
（SOM）」として新しい可能性を提案してい
ければよいと考えている。 

ところで、上でも言及しているが、全体と
して(3)工学的な応用という部分がやや弱い
ように感じる。技術というものは、使われて
初めて社会に活かされるというのも事実で
あり、この点も心に留めておきたい。 
 なお、本研究期間の終了とともに、SOM
研究を終息させるのではなく、更なる飛躍を
目指し、次期プロジェクトとなるべき“研究
テーマの卵”【注】を的確にキャッチするた
め、自分の感覚を研ぎ澄ましておきたいとも
考えている。 
【注】平成 19 年秋の科研費補助金の応募書
類から引用。 
 

５. 代表的な研究成果 
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